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株主の皆様へ

株主の皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

当社は平成２２年９月３０日をもって第７７期上半期を終了いたしましたので、当社グループの

営業の概要ならびに中間決算につきましてご報告申し上げます。

当中間期の概況

　当中間期における世界経済は、中国などアジアが好調に推移したほか、米国が穏やかに回復し、わが国も輸出や個人

消費が増加基調となりました。

　そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、世界景気の回復と新興国市場の拡大を背景に、デジタル

AV機器、携帯電話、自動車関連機器向けに需要の回復が続いたことから、電子部品受注は総じて好調に推移しました。

　こうした状況の中で、当社グループ（当社および連結子会社）は、引続き固定費の抑制を図りながら生産性の向上を

推し進めるとともに、主力の電子モジュール事業におきまして、８月２日に、㈱住友金属マイクロデバイスと事業統合

を行ないました。

　その結果、当中間期における当社グループの業績は、売上高２８，２８９百万円（前年同期比６８．５％増）、営業利益１，４７０百万

円（前年同期は営業損失１１８百万円）、経常利益１，０７５百万円（前年同期は経常損失２１８百万円）、中間純利益７９８百万円（前

年同期は中間純損失３２６百万円）となりました。

財政状態

　当中間期における総資産は、事業統合を行なったこともあり、前期末比で、受取手形及び売掛金の増加を主因に、

６，２３５百万円増加しました。

　また負債は、支払手形及び買掛金が３，０５２百万円増加し、有利子負債も７０６百万円増加したことから、合計では４，４１０百万

円の増加となりました。
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□中間報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

株主の皆様へ

　純資産につきましては、前期末比で、株主資本が、中間純利益により７９８百万円増加し、配当により２４３百万円減少し

たほか、自己株式の処分により１，２９９百万円増加したことなどから、１，８５１百万円増加しました。また、株価下落と円高に

伴い、評価・換算差額等が３６７百万円減少し、事業統合を主因に少数株主持分が３４１百万円増加したことにより、純資産

合計としましては、前期末比で、１，８２５百万円の増加となりました。

　キャッシュ・フローの状況につきましては、税金等調整前中間純利益が１，００９百万円、減価償却費が７０６百万円となり

ましたが、売上債権が増加し、仕入債務が減少したことを主因に、営業活動によるキャッシュ・フローは、１８８百万円

の支出となりました。

　また、投資活動によるキャッシュ・フローは、事業統合における子会社株式の取得を主因に１，１８６百万円の支出となり、

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の増加７０６百万円と自己株式の処分による収入１，２９９百万円を主因に、１，６０１百万

円の収入となりました。

　なお、中間配当につきましては、財務体質の強化を図る観点から、遺憾ながら見送らせていただきたいと存じます。

　何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

通期の見通し

　急激な円高に加え、景気刺激策の効果息切れに伴う需要の減速も懸念され、下期の経営環境は不透明さを増しており

ます。

　当社グループといたしましては、徹底した生産性の向上を図るとともに、より一層のグローバル展開と競争力の強化

を推進する所存であります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　津 田　信 治
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中間連結財務諸表

中間連結貸借対照表（平成２２年９月３０日現在）�
（単位：百万円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

　流動資産 ２５，８７８ 　流動負債 １９，２３９

　　現金及び預金 ７，０８２ 　　支払手形及び買掛金 １３，３５８

　　受取手形及び売掛金 １２，３１３ 　　短期借入金 ３，８７５

　　商品及び製品 １，０２５ 　　未払法人税等 ２３３

　　仕掛品 ３，８２０ 　　賞与引当金 ４０４

　　原材料及び貯蔵品 ３７０ 　　その他 １，３６７

　　繰延税金資産 ７１０ 　固定負債 １１，１９８

　　その他 ５９５ 　　社債 ５０

　　貸倒引当金 △４１ 　　長期借入金 ６，７３０

　固定資産 １６，８６６ 　　繰延税金負債 ４５５

　　有形固定資産 １１，２６４ 　　退職給付引当金 ３，２２６

　　　建物及び構築物 ３，２５６ 　　その他 ７３６

　　　機械装置及び運搬具 ４，３３５ 　負債合計 ３０，４３８

　　　土地 ３，３７９ （純 資 産 の 部）

　　　その他 ２９２ 　株主資本 １１，５３１

　　無形固定資産 １３６ 　　資本金 ５，２００

　　投資その他の資産 ５，４６６ 　　資本剰余金 ５，６２６

　　　投資有価証券 ２，７６６ 　　利益剰余金 １，３５０

　　　繰延税金資産 ２，０１６ 　　自己株式 △６４５

　　　その他 ７２８ 　評価・換算差額等 △７３８

　　　貸倒引当金 △４６ 　　その他有価証券評価差額金 △３６８

　　繰延ヘッジ損益 △３６

　　土地再評価差額金 ６０７

　　為替換算調整勘定 △９４１

　少数株主持分 １，５１３

　純資産合計 １２，３０６

資　産　合　計 ４２，７４４ 負債・純資産合計 ４２，７４４
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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□中間報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

中間連結財務諸表

中 間 連 結 損 益 計 算 書
（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額
売上高 ２８，２８９
　　売上原価 ２４，４６８
売上総利益 ３，８２１
　　販売費及び一般管理費 ２，３５０
営業利益 １，４７０
　　営業外収益 ７９
　　　受取利息及び受取配当金 ４４
　　　その他 ３４
　　営業外費用 ４７４
　　　支払利息 １０４
　　　債権売却損 ４３
　　　為替差損 ２４３
　　　その他 ８２
経常利益 １，０７５
　　特別利益 １２６
　　　前期損益修正益 ７２
　　　固定資産売却益 １
　　　負ののれん発生益 ２９
　　　その他 ２３
　　特別損失 １９３
　　　固定資産除却損 ２９
　　　投資有価証券評価損 ８０
　　　損害賠償金 ７６
　　　その他 ７
税金等調整前中間純利益 １，００９
　　　法人税等 １９６
　　　少数株主損益調整前中間純利益 ８１２
　　　少数株主利益 １３
　　　中間純利益 ７９８

（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

中間連結株主資本等変動計算書（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで）� （単位：百万円）

株　主　資　本 評価・換算差額等

少数株主
持　　分資本金 資　本

剰余金
利　益
剰余金 自己株式 株主資本

合　　計

そ の 他
有価証券
評　　価
差 額 金

繰　延
ヘッジ
損　益

土　地
再評価
差額金

為替換算
調整勘定

前 期 末 残 高 ５，２００ ５，７１９ ７９５ △２，０３５ ９，６７９ △１６７ △３８ ６０７ △７７３ １，１７２
当 中 間 期 変 動 額 － △９３ ５５４ １，３９０ １，８５１ △２００ １ － △１６８ ３４１
剰 余 金 の 配 当 △２４３ △２４３
中 間 純 利 益 ７９８ ７９８
自 己 株 式 の 取 得 △３ △３
自 己 株 式 の 処 分 △９３ １，３９３ １，２９９
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 中 間 期 変 動 額（純額） △２００ １  △１６８ ３４１

当 中 間 期 末 残 高 ５，２００ ５，６２６ １，３５０ △６４５ １１，５３１ △３６８ △３６ ６０７ △９４１ １，５１３
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

（要約）中間連結キャッシュ・フロー計算書
（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額
営業活動によるキャッシュ・フロー
　税金等調整前中間純利益 １，００９
　減価償却費 ７０６
　売上債権の増加額 △１，８７４
　たな卸資産の減少額 ２９１
　仕入債務の減少額 △９１５
　その他 ５９５
　　営業活動によるキャッシュ・フロー △１８８
投資活動によるキャッシュ・フロー
　固定資産の取得による支出 △１７７
　投資有価証券の取得による支出 △１，１５９
　その他 １５０
　　投資活動によるキャッシュ・フロー △１，１８６
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増額 ６３７
　長期借入金の純増額 ６８
　自己株式の取得による支出 △３
　配当金の支払額 △２４３
　自己株式の処分による収入 １，２９９
　その他 △１５７
　　財務活動によるキャッシュ・フロー １，６０１
現金及び現金同等物に係る換算差額 △２１６
現金及び現金同等物の増加額 １０
現金及び現金同等物の期首残高 ５，８０６
　　現金及び現金同等物の中間期末残高 ５，８１６

（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結決算ハイライト

■　平成22年度上期
   製品分類別売上高構成比

■　平成22年度上期
   地域別売上高構成比

（百万円） （百万円）

抵抗器・機構部品
6,478（22.9%）

サーミスタ・
バリスタ
2,177（7.7%）

電子デバイス・センサ
　2,145（7.6%）

売上高
28,289

欧州　290（1.0%）

モジュール製品
16,799（59.4%）

その他　690（2.4%）

平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期
（中間）

平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期
（中間）

平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期
（中間）

平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期
（中間）

平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期
（中間）

（百万円）
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■　売上高
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■　一株当たり中間（当期）純利益金額 ■　純資産額

（百万円）
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■　中間（当期）純利益

（百万円）
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1,578

△1,723

1,144

 

△374

■　経常利益

（百万円）

0
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12,5809,965

■　自己資本比率

14,800

12,58010,480
14,80012,306

（%）

通期 通期

中間

中間 中間
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売上高
28,289

日　本
17,182（60.7%）

中　国　
4,696（16.6%）

アセアン　
1,837（6.5%）

北米　3,799（13.5%）

その他アジア　485（1.7%）

通期通期

△326△326

378378
通期通期

798798

通期通期
△218

391391
通期通期

1,5781,075

通期通期

通期通期

中間中間

中間中間
△4.01△4.01

5.024.654.65
中間

9.53

中間中間 中間中間

16,792

38,71938,719

通期通期
28,28928,289

中間中間

中間中間 中間中間

中間中間
中間

中間中間

中間中間

中間中間

中間中間

通期 通期 通期通期 通期

会社の概況（平成２２年９月３０日現在）



7

□中間報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

連結決算ハイライト

所有者別 
 

個人　　　　12，021名 
50,340,518株（54.42％） 

その他法人　160名  
16,263,471株（17.58％）

 

金融商品取引業者　33名  
657,102株（0.71％） 

金融機関　19名  
9,495,248株（10.27％） 

外国法人等　47名  
2,052,926株（2.22％） 

信託銀行　19名  
10,150,000株（10.97％） 

自己株式　1名  
3,541,731株（3.83％） 

■ 株 式 の状況

発行可能株式総数 ……………………………………… 250,000,000株

発行済株式の総数 ………………………………………… 92,500,996株

株 主 数…………………………………………………………12,300名

■ 大 株 主（上位１０名）

■ 所 有 者別分布状況

■ 会 社概要

■ 取 締役および監査役

（注） 北之園雅章、河口脩一、坂本重一の各氏は、社外監査役であります。

会社の概況（平成２２年９月３０日現在）

社 名 北陸電気工業株式会社

英 文 社 名 HOKURIKU ELECTRIC INDUSTRY CO., LTD.

所 在 地 〒９３９−２２９２　富山県富山市下大久保３１５８番地

T E L ０７６−４６７−１１１１

F A X ０７６−４６８−１５０８

U R L http://www.hdk.co.jp/

設 立 １９４３年（昭和１８年）４月４日

資 本 金 ５，２００百万円

事 業 内 容

固定・可変・チップ等各種抵抗器、圧力・加速度・湿
度等各種センサおよびハイブリッドIC、モジュール製
品、ペーストスルーホール基板等各種電子部品の開発・
製造・販売、その他の事業

代表取締役会長……………………………………�野　村　正　也

代表取締役社長……………………………………�津　田　信　治

代表取締役専務……………………………………�野　村　和　雄

常務取締役…………………………………………�能　登　博　文

取　締　役…………………………………………�廣　瀬　　　茂

取　締　役…………………………………………�中　塚　　　登

取　締　役…………………………………………�谷　川　　　聡

常勤監査役…………………………………………�神　田　　　充

監　査　役…………………………………………�北之園　雅　章

監　査　役…………………………………………�河　口　脩　一

監　査　役…………………………………………�坂　本　重　一

株　主　名 持　株　数

住友金属工業株式会社 � 千株７，６４７　　

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）� ２，５５６　　

株式会社 北陸銀行 ２，３１４

株式会社 北國銀行 ２，１８３

北電工取引先持株会 １，９４７

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） １，９２３

前田建設工業株式会社 １，６４８

株式会社 ホクタテ １，４６５

北電工従業員持株会 １，３５６

株式会社 富山銀行 １，３１５

（注）　１．�当社は自己株式３，５４１千株を所有しておりますが、上記大株主の状況から除外
しております。

　　　２．株式数は、千株未満を切り捨てて表示しております。

会社の概況（平成２２年９月３０日現在）
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3軸加速度センサ 歩数計 カロリーメーター 

ノートＰＣ ＨＤＤのプロテクト 

電子辞書 画面切替・ページ送り

携帯電話・携帯情報端末 
ディスプレィコントロール・画面切替 
スクロール・ゲーム・電子コンパスの補正

自動車 ドライブレコーダー・盗難防止 

デジタルビデオカメラ ＨＤＤのプロテクト 

ゲーム機 コントローラー 

洗濯機 振動検知 

ロボット 姿勢検知 

M E M S 技 術をコアとしたセンサ 群 �

［３軸加速度センサ］
　３×３×１㎜Max．と業界最小クラスサイズで、アナログ出力タイプ・デジタル出力タイプを取り揃えております。
最新のデジタル出力タイプのHAAM−３７５は、消費電流が従来比４分の１と省エネ設計で、しかも３つの割り込み信号出
力端子を設け、画面切替、落下検知、Wake up等の各種機能を割り付けることができるため、アプリケーション開発の
工数を大幅に軽減できます。
【用　　途】
　携帯電話の画面切替やモーションセンシング、電子コンパスの補正用、ノートパソコン等に搭載されるHDD（ハード
ディスク駆動装置）の保護用、その他電子辞書、カロリーメーター、ゲーム機コントローラー、ドライブレコーダー等
幅広い製品に欠かすことのできないキーデバイスとして使用されております。

J A X A 認 定 チップ抵抗器 �

　当社のチップ抵抗器が、２００９年７月１５日付で、宇宙開発用信頼性保証チップ形皮膜抵抗器
として、JAXA（宇宙航空研究開発機構）の認定を取得しました。対象となる製品は、１６０８サ
イズ、２０１２サイズ、３２１６サイズ、３２２５サイズ、５０２５サイズの５品目で、いずれもJAXAの認
定基準をクリアしています。
　当社では、１９８２年から角板形チップ抵抗器を製造販売しており、今回のJAXAの認定取得で、
改めて当社のチップ抵抗器の高信頼性および製品開発力が評価されました。

［フォースセンサ］ ［圧力センサ・圧力センサモジュール］

圧力センサ

気圧センサモジュール小型フォースセンサ
デジタル出力タイプ
水位センサモジュール

小型・薄型で１０N以下の微小荷
重検知が可能なセンサです。モ
バイル機器等のタッチパネル用
のタッチセンサとして期待され
ており、画面の透過率を損なわ
ずに組付けでき、しかも荷重の
強弱を感知できるため、表示の
多機能化や誤動作を防止するア
プリケーションが可能です。

ピエゾ抵抗式の圧力センサです。
センサ単体をはじめアンプ内蔵
のアナログ／デジタル出力タイ
プのモジュールをラインナップ
しており、ガス圧検知用や、洗
濯機や給湯器用の水位センサ、
更には気圧センサや血圧計用等
各種圧力検知用に使用されてお
ります。

製品紹介
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製品紹介

■ 主 要 製品
［モ ジ ュ ー ル 製 品］

先端実装技術を駆使したモジュール製品。液晶テレビ、カー
ナビゲーション、ノートパソコン、携帯電話等に使用されて
いる液晶のコントロールモジュールです。その他自動車電装
用モジュール、各種機能モジュールも製造しております。

［各 種 セ ン サ］

［ペ ー ス ト ス ル ー ホ ー ル 基 板］
ますます電子化が進展する自
動車。当社のペーストスルー
ホール基板は、民生用電子機
器の他、自動車のメーターパ
ネル用としても使用されてお
ります。

［高 周 波 部 品・圧 電 部 品］

［各 種 チ ッ プ 部 品］

［機 構 部 品］
デジタル家電、OA機器、生
活家電、通信機器等あらゆ
る機器に使用されているス
イッチ。当社のタクティー
ルスイッチは、独自の接点
構造により接触安定性に優
れており、お客様から高い
評価を得ております。

ノートパソコン用液晶モジュール

圧電部品ルーュジモ線無

携帯電話用液晶モジュールカーナビゲーション用液晶モジュール

各種チップ部品

湿度センサ 自動車用センサ

タクティールスイッチ銀・銅ペーストスルーホール基板

快適な生活空間に欠かせない湿度センサ。エアコン、加湿器
等の生活家電の他、事務機器等幅広い分野で使用されてい
ます。また、自動車用センサは、安全性と快適性を実現する
高精度かつ高信頼性な製品です。

携帯電話に代表されるように今や生活に欠かすことの出来ない
無線通信。当社では、無線LANモジュールや特定小電力無線モ
ジュール等、各種無線通信用の部品を製造しております。
また、独自の圧電材料技術に、積層技術を付加した圧電積層ス
ピーカ等の圧電部品は、他方式と比べ小型・薄型で、しかも低
消費電力で環境にやさしい製品です。

デジタル家電や携帯電
話、生活家電等の製品
に欠かせない各種チッ
プ部品。当社では０４０２
サイズの超小型チップ
抵抗器の他、チップネッ
トワーク抵抗器、チップ
半固定可変抵抗器、ま
た電流検出用チップ低

抵抗器、耐硫化チップ抵抗器、耐サージチップ抵抗器、高電力
チップ抵抗器（長辺電極チップ抵抗器）等の高機能チップ抵抗
器、その他チップタクティールスイッチ等各種チップ部品を取
り揃えております。
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■　国内拠点 ■　海外拠点
本社

HDK America Inc.

本社 製造の拠点 販売の拠点

富山県

Tianjin Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

WUXI Representative Office

Suzhou Daiwa Precision Module Co.,Ltd.

Hokuriku(Shanghai)International Trading Co.,Ltd.

Taipei Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku(Singapore)Pte.,Ltd.Hokuden(Malaysia)Sdn.Bhd.

HDK(Thailand)Co., Ltd.

Hokuriku European Liaison Office
MD Tech Phils.,INC.

SVA-Sumikin Micro Devices Co.,Ltd.

HDK China Ltd.

Hokuriku Hong Kong Co., Ltd.

Hokuriku(Dongguan)Co., Ltd.

Nanjing Representative Office

楡原工場
圧電工場

HDKマイクロデバイス（富山）

PRC工場 朝日電子株式会社朝日電子株式会社

北関東営業所

西関東営業所

静岡営業所

北陸営業所

名古屋営業所

大阪営業所

HDKマイクロデバイス（尼崎）

東京営業所

海外営業部

本社

皮膜工場

機構部品工場

高周波部品工場

PRC工場

楡原工場

圧電工場

HDKマイクロデバイス（富山）

HDKマイクロデバイス（尼崎）

朝日電子

東京営業所

北関東営業所

西関東営業所

名古屋営業所

静岡営業所

北陸営業所

大阪営業所

海外営業部

HDK America Inc.

HDK China Ltd.

Hokuriku(Shanghai)International
Trading Co.,Ltd.

Hokuriku(Shanghai)International Trading Co.,Ltd.
WUXI Representative Office

Hokuriku(Shanghai)International Trading Co.,Ltd.
Nanjing Representative Office

Tianjin Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku(Dongguan)Co.,Ltd.

SVA-Sumikin Micro Devices Co., Ltd.

Hokuriku Hong Kong Co., Ltd.

Taipei Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku(Singapore)Pte.,Ltd.

Hokuden(Malaysia)Sdn.Bhd.

Hokuriku European Liaison Office

Suzhou Daiwa Precision Module Co.,Ltd.

HDK(Thailand) Co.,Ltd.

MD Tech Phils., INC.

HOKURIKUグローバルネットワーク 株式事務のご案内
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HOKURIKUグローバルネットワーク

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

一 単 元 の 株 式 の 数 1,000株

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137−8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話　0120−232−711（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 の 方 法
電子公告により行います。
公告掲載URL　http://www.hdk.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

【お知らせ】
株券電子化によるご注意
１．�株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主
名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお
取次ぎいたします。

３．�配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこ
ととなりました。従来同封いたしておりました当社専用の「配当金振込指定書」は同封を取りやめております。振込指定
のお手続きにつきましては詳しくは各口座管理機関にお問い合わせください。

４．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いたします。

株式事務のご案内

記載の中間連結財務諸表等の詳細につきましては、当社のホームページの

IR情報の決算情報にてご覧いただけます。
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